
3月例会ご報告 「時代を見据えた経営計画が成功要因」

広島西経営研究会広報誌 日創研広島経営研究会設立の精神

「二十一世紀に 活き活き生きる
　　　　　　経営基盤創り。」

2014年３月28日（金） 発表者／サンタクローススクールジャパン株式会社　代表取締役 佐々木 康太 氏

4月の
例会案内

●日　時／2014年 4月22日（火）
講演会18：30～（18：00より受付開始）

●場　所／広島国際会議場 地下2階 ダリア
広島市中区中島町1-5  TEL：082-242-7777

●講　師／株式会社インデップ
　　　　　　 代表取締役 荒井 照三 氏
●会　費／オブザーバー費 2,000円

懇談会の
様子

「理念経営 わが社は何業か？
  そして自社の使命とは…」
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2014.3

発行責任者／西岡 伸悟

　現在、保育園１園・幼稚園２園・幼児教室２ヶ所・造形教
室２カ所・英語教室３カ所にて生徒数500名の施設を運営
されている佐々木社長の教育にかける理念と、緻密に考え
られた経営手法は、参加者に多くの感動と学びを与えてく
れました。
　冒頭で、大阪朝日放送で特集された、佐々木社長の園の
スーパー園児たちの映像を流されました。子供たちは幼児
とは思えないような運動ができたり、英語の本や四文字熟
語を読んだりと、驚くような能力を発揮しています。長年、
脳科学を勉強されてきた佐々木社長によって考案されたブ
レインビクスという運動プログラムにより、園児たちの脳
は活性化され、このような能力を引き出すことができるの
だということでした。
　会社の経歴を外部環境に沿って丁寧に説明され、時代と
ニーズの変化に対して、どのような意志決定をされたのかが
良くわかりました。また、佐々木社長は自社の強み、弱み
を、外部の調査会社に依頼するなどして、単に思い込みで
はなくデータに基づいて把握されています。会社経営にお
いて自社を知ることが非常に重要だということを教えてい
ただきました。
　10年後の市場環境がどのようになっているのか、様々な
情報を多面的に収集し、的確に捉えられています。だから

こそ、中期収益計画は現実的で納得できるも
のとなっていました。佐々木社長は５年後の売
上目標に対して、どのような組織が必要なのか、
すでに組織図を作成されております。そうする
ことで、今後、どのような人材が必要で、どのよ
うな人材育成が必要なのかが明確になるという
ことでした。全体を通して、自社と自社を取り巻
く市場環境を緻密に分析され、時代の変化に強
い会社づくりをされていると感じました。
　今年度の社長方針は「ストーリー」と「学ぶ
集団の確立」です。社員さん一人一人が主役とな
り、物語を紡ぐようにワクワクした仕事を作り出
してほしい。その為には、プロの集団でなけれ
ばならない。誰よりも勉強する学ぶ集団をつく
ろうと云うことでした。さらに、マネジメントサ
イクルを回す仕組みをつくることで、社員さんの

スキルアップ、評価制度、表彰制度を体系化されています。
社員さんの日報を毎日読んでいると、いま現場で何が起き
ているかが見えてくる、そして日報に対して丁寧にコメント
を返すことで社員さんと深く関わることができるのだとい
うことでした。

　世界を担う１００人の人財の育成、という経営ビジョンに
向けて、社員さんと共に覚悟を持って歩んでいきたいと力
強く話されました。そして、社員さんに対する想いを、涙ぐ
まれながら話す佐々木社長の姿に、参加者も涙する場面が
ありました。会場が佐々木社長の優しさと情熱で包み込ま
れ、本当に素晴らしい例会になりました。
（広島西経営研究会　広報委員会　瀬川洋志）

経営方針発表


